
1 はじめに

　今日は、「緊急支援物資のロジステ
ィクスと減災」というテーマで１時間
弱お話させていただきたいと思います。
　ご紹介がありましたように、私は東
京大学に都合 25 年程度勤めていまし
たが、機会があって昨年仙台に本務を
移しました。半分くらいはまだ東京に
いるのですが、１年もしないうちに
1,000 年に１度といわれるような大震
災に遭遇したわけです。私の後にお話
になる川瀧さん、平井さんは現場の第
一線で大変なご苦労をされたと思いま
す。私は軽度の被災者として、この年
になって初めて避難所生活を経験しま
した。本日は、これまで東北大学の計
画系の仲間と一緒に、緊急支援物資の
調査に取り組んできましたので、それ
について紹介したいと思います。

　まず、私が当日いた場所（仙台駅前
シンポジウム会場）の写真です。シン

ポジウムをやっていると相当な揺れで、
天上のシャンデリアが大きく揺れて、
私はただただ壁にはりついているばか
りでした。その直後に停電になってし
まい、後は真っ暗な中を４階から下に
降りて避難したわけです。ですから、
このようにシンポジウムをやっている
と、今日もまた揺れ出すのではないか、
と…。
　私の研究室は壊れてしまいました。
学科で言いますと土木建築にあたるの
で、本来ですとすごく強い建物である
べきなのですが…。東北大学の青葉山
キャンパスに 80 くらい建物がありま
すが、その内の６つの建物が同じよう
な状態になってしまい立入禁止になり
ました。その内の１つが土木建築の建
物でした。私の住まいは非常に古い築
40 年以上の官舎ですから、震災当夜
は余震が怖いので、山の上の研究室に
行けば多分大丈夫だろうと思って夜の
９時ごろそこに行きました。しかし、
建物全体も研究室の中も大変な状況で
した。
　私の研究室はひどい状態で立入禁止
ですが、補強しないと中の物を出せな
いということで強化されたのですが、
窓もなくなってしまい真っ暗な状態が
続いています。今もまだ中に物が置い
てあり、この 11 月に２次搬出をして
ようやく建物を取り壊して建て替える
ことになりました。２年間ぐらいは仮

住まいの研究生活をすることになりま
す。

2 緊急支援物資の調査

　さて、本題に移りますが、東北大学
には計画系の先生方がたくさんおりま
して、地域に貢献できることを何かや
ろうといろいろ考えたところ、緊急支
援物資の流れを調査しようということ
になりました。と言いますのは、私も
避難所に数日間いたのですが、寒さが
厳しかったり、毛布も十分になかった
りということがありました。現場の
方々は不眠不休で懸命に働いておられ
るのですが、一方では支援物資がなか
なか届かないといった声が聞かれたこ
とも確かです。何が実態だったのか誰
も定量的には分からないのが実情です
ので、緊急支援物資の流れの記録をし
っかり残そうということになったわけ
です。
　建物やインフラの損壊や津波につい
てはかなり詳細な調査が行われていま
すが、物の流れに関しては過ぎ去って
しまうものですから跡が残りません。
なかなか記録を残すのが難しいという
ことで、阪神大震災の時もあまり定量
的な記録が残されていません。その時
にロジスティックスに少しかかわった
東北大OBの稲村先生が、こういう記
録はやはり物資の記録を見せてもらっ
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て残すしかない、いろいろな自治体が
持っている記録が倉庫にしまわれてし
まったらもう二度と探し出せない、と
盛んにおっしゃっていました。それで
はその記録がまだ温かいうちに、とに
かく収集しようということで、３月末
頃から活動を開始しました。
　目的は今申し上げたとおり、一体何
が起こったのかを後世に正しく伝える
ということが１つ目、たくさんの方々
からご支援をいただいたので、感謝す
るということが２つ目です。それから
今後予測されている、東海、東南海、
南海沖の地震に備えてロジスティクス
のあり方を検討する貴重な資料とする
ことが３つ目です。これらの３つを目
的として、緊急支援物資の調査に乗り
出したわけです。
　調査団のメンバーは私が言い出しっ
ぺだったものですから代表をやってい
ますが、東北大学の計画系の教官のほ
かに、OBの森杉先生や稲村先生にも
入っていただきました。また、東北大
学の計画系の学生にはボランティアと
して協力してもらっています。それか
ら大変ありがたいことに外部の協力メ
ンバーとして東北地方で活躍されてい
るコンサルタントの方々、東北工業大
学、日本大学等々の全国各地の大学の
方々もボランティアで協力してくれて
います。
　我々は物の流れを６つに分類してい
ます。１番目が産業物流、これは自動
車を作るなど工業製品をつくるときの
材料や製品の流れです。２番目が商業
物流、これはコンビニやスーパー等々
のサプライチェーンの流れです。３番
目が今日お話する緊急支援物資の流れ
です。４番目が燃料、５番目が復興物
資や仮設住宅の材料の流れです。６番
目が瓦礫の処理です。最初は１～６ま
で全部やろうと言っていましたが、現
在のところ商業物流と緊急支援物資の
流れと燃料の流れの３つを調査してい

ます。緊急支援物資の流れですが、た
とえば岩手県の場合には、アピオ（岩
手産業文化センター）という県の物流
拠点がありまして、ここに全部集めら
れます。そしてアピオから市町村の物
流拠点に分けられます。そして最終的
に、市町村から避難所に流れます。つ
まり、県、市町村の拠点、避難所とい
う３段階の流れになっています。場合
によっては、県の拠点を通さずに直接
市町村の拠点に行く直送もあります。
　岩手県の場合はアピオという大きな
拠点が１カ所見つかったのですが、宮
城県の場合は幾つもの倉庫が県の拠点
になっています。多いときは 20 以上
の倉庫が県の拠点になっていたと思い
ます。食料や衣料など品目別に倉庫に
集められ、そこから市町村の拠点、避
難所へという基本的な流れは同じです。
従いまして、県と市町村の物流拠点に
おける物資のインとアウトの記録を調
べることにしたわけです。このスライ
ドの緑色の線は県の拠点のインとアウ
ト、青い線は市町村の拠点のインとア
ウトです。緑色の線を調べるために県
の拠点に行きました。岩手県の場合は
岩手県庁災害対策本部の安全課に保存
してあるたくさんの記録を写真でパチ
パチ撮ってきてそれをデジタル化する
という作業をしました。
　ただし、支援物資の流れを示す完璧
な情報はありません。災害対策本部に
行っても情報の抜けや欠落がたくさん
あります。ですから１つの情報源だけ
ではなく幾つもの情報源からできるだ
けたくさん情報を収集して、多数の情
報を融合し経験的知見を援用して全体
像を把握しようと試みています。
　このスライドは、我々が収集してい
る複数のデータをリストアップしたも
のですが、今ご説明した１番目のデー
タ以外にも、２番目は全国都道府県か
らの支援情報、３番目は政府の支援情
報、４番目が自衛隊、５番目が米軍、

６番目が諸外国のデータです。７番目
は石巻だけですが、石巻赤十字病院の
定性的なデータで、各避難所が今どん
な状況にあるのかを発災当時から調べ
ているデータです。これら１～７の情
報を合わせて全体像を描こうとしてい
ます。
　これが岩手県の災害対策本部の食の
安全課に行った時に撮影したものです。
緊急支援物資の流れを示す資料がファ
イルされていて、何回か行きましたが、
手書きの伝票が５月の連休明けに行っ
た時には約 6,000 枚あったと思います。
記録としては３種類あり、搬入（イン）
の記録、搬出（アウト）の記録、それ
から被災地からこんな物を送って欲し
いという要請の記録です。この３種類
の手書きの物をまずはデジタル化しま
した。生データをデジタル化するのが
大変な作業で、東北大のボランティア
の学生だけではとても間に合わないの
で、全国の大学、地元のコンサル等々
のありがたいご協力もいただきました。
　デジタル化してもまた次が大変で、
今度は品目をコード化します。例えば
手書きで水と書いてある場合もあるし、
飲料水あるいはペットボトルと書いて
ある場合もあります。それらをまずは
デジタル化するように頼むと、書いて
ある通りをデジタル化するものですか
ら、その後１つ１つ我々が意味を考え
て、これは飲料水だとかこれは風呂に
使う水だとか、いちいち仕分けをして、
JIS の品目コードをはめていくという
作業をしています。
　さらに大変なのが単位と量です。単
位がまちまちで、たとえば飲料水の量
の単位も、ペットボトル何本という場
合もありますし、何箱とかトラック１
台とか、そんな単位も書かれています。
そうした場合には、ある基準を決めて
単位や量を推し量りながら記録を作っ
ているところです。そこまでできれば、
後は可視化をします。現在のところは
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品目のコード化と、単位、量を整備し
ている段階です。
　これは岩手県に入ってきた飲料水の
累積量を示しています。期間は３月
11 日～４月４日頃です。最初の約３
週間の間に 120 万リットル程度が岩手
県の中に入っているということで、避
難所にいる方々の人数で割ってみると、
１日約１.5 リットル程度の飲料水が一
人当たりに供給されたという計算にな
ります。
　同じ飲料水の量を宮城県について書
いたのがこの図です。３月の発災当初
から４月末頃まで書かれていますが、
線が２種類あります。県経由の場合と、
直接市町村の物流拠点へ送られた直送
です。合計してやはり被災者の数で割
ると、岩手県と同じくらいになり１日
1.5 リットル／人程度になります。こ
のような図を飲料水だけではなく、そ
のほかの物資についても書こうとして
います。
　これは先ほど申し上げたいくつかの
データの中の７番目にあった石巻赤十
字病院のデータをグラフ化したもので
す。石巻赤十字病院は（石井先生が）
NHKのテレビなどに出て有名ですが、
発災当時からチームを編成して、避難
所が今どういう状態にあるかを定性的
ですが聞いて回っていました。３月
11 ～ 14 日頃の定量的な記録はあまり
残っていないので、かなり貴重な記録
だと思っています。
　解析手法ですが、我々は４つの視点
から解析しようと考えております。ま
ず１つ目がMODEで、車やドライバ
ーあるいは燃料供給がどうだったかと
いう視点です。２つ目が LINK、これ
は道路・鉄道等のインフラがどのよう
な状況であったのかという視点。３つ
目がNODEで、避難所や物流拠点に
おける荷物の仕分けや在庫管理などが
どういう状況にあったのかという視点
です。最後に INFORMATIONで、

支援物資の供給者、運搬者、各物流拠
点、避難所等の情報の流通に関する視
点です。実は私のこれまでの研究は車
の流れが主で、渋滞や交通事故などを
中心にやってきました。したがって、
物流についてはこれまで殆どやったこ
とがなくて、今はいろんな方々からそ
の知恵を拝借しながら汗をふきふきや
っています。
　いろいろな方々のご意見を聞いてい
ると、NODEの問題が今回はかなり
大きかったのではないかと思われます。
物流拠点には物がどんどん入ってくる
のですが、拠点に物が溜まってしまっ
て、その先が進まないということです。
考えられる原因は多数あると思います
が、たとえば、運ばれてくる支援物資
の荷姿がまちまちであったこと、いく
つもの品目が混載されてしまっていた
こと、何が運ばれてくるのか情報が来
ないので十分な受け入れ態勢ができな
かったこと、在庫管理や仕分けの経験
が不足していたことなどでしょう。商
業物流でも同じで、ヒアリングに行き
ますと、配送センターで効率的に店舗
別に仕分けをする所が重要なのですが、
今回はその配送センターが被災してし
まいました。配送センターは高度にオ
ートメーション化されていて、機械が
損壊して電力がストップしてしまいお
手上げだったということでした。した
がって、物の流れは緊急支援物資も商
業物流もそうですが、NODEにおけ
る仕分け、在庫管理などが、スムーズ
なものの流れを左右していると考えら
れます。災害時については、物流だけ
の話ではありませんが、効率性と冗長
性のバランスをどう取るかという問題
がここにもあると思います。
　緊急支援物資の拠点や配送センター
で、これからどういう対応ができるか
についてですが、いかに適切かつ迅速
に初動対応が行えるかというのが１つ
目です。発災直後では、各自治体の職

員が対応する時期があるのはやむを得
ないことだと思います。その時に備え
て、物流プロの在庫管理や仕分けなど
のノウハウをマニュアル化したり、訓
練したりして自治体の方々に教育して
おくことはできないものでしょうか。
あるいは物流のプロをいち早く現場に
送るために、予めどういうプロがどこ
の物流拠点に行くということを決めて
おく、専門家を登録しておくなど、考
えられるのではないかと思います。
　２つ目に、多様な伝票と書いてあり
ますが、雑多な様式の手書きの伝票を
共通様式に標準化しておくだけで相当
手間暇が省けるのではないかというこ
とです。このあたりは ITS の技術を
使うと、よりいい物ができるかも知れ
ませんが、最低限様式の統一などあり
得ると思います。また、多様な荷姿や
複数品目の混載で大変困ったという声
が多いようです。１つの箱にいろいろ
な物が入っていると、仕分けるのが一
苦労だったということを聞いています。
このあたりも何か対応ができないか考
えています。
　商業物流の話になりますが、配送セ
ンターのロバスト性を上げるために、
業界全体で配送センターを共同化しよ
うという取り組みも考えられているよ
うです。それからベンダー側に配送の
機能を持たせることも考えていると聞
いていますが、業界の方々はどのくら
い実行性があるものか、これから協議
していかないと分かりませんというこ
とでした。
　もう１つ提案したいのは、高速道路
や道の駅の一層の活用です。道の駅は
今回も相当活用されましたが、もっと
いろいろな意味で災害対応ができたの
ではないかと思います。高速道路の
PAや SAは、第一にスペースがふん
だんにあります。それから予め非常用
の電源を確保しておいたり通信機能を
確保しておいたりもできます。ガソリ
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ンスタンドの給油の設備も整っている
所が多いということで、緊急用の物資
の備蓄、燃料の備蓄、それから衛生設
備、これらを予め備えておくことが可
能な場所だと思います。
　実は私も３月 14 日、15 日頃でした
か、物が届かないということだったの
で、東大の方々と、まだ高速道路が生
きているのだから SAや PAを使って
物流の拠点にしたらどうかという提案
を、官邸に上げたことがあります。た
だ私はその時に、SAや PAは屋根が
ない場所ですから、本当に物資の拠点
にできるのかという危惧もありました。
しかし、この写真にある石巻総合運動
公園では、屋根がない場所ですが、自
衛隊が見事に物流拠点にしています。
確か１週間か２週間前に新聞に出てい
ましたが、NEXCOでは SAや PAを
これから防災により活用していこうと
いうことを決断されたように聞いてい
ます。
　避難所の充実ですが、これは私がい
た避難所の写真です。仙台市の片平小
学校ですが、数百人が避難していたと
思います。しかし、この中にストーブ
がわずか３個しかなく、毛布も薄い毛
布が１人１枚配られただけで大変寒い
思いをしました。これがその時の私の
格好ですが、さっきお話したようにシ
ンポジウムをやっていたものですから、
下に背広を着ています。背広では寒い
ですから、その上にジャージを着てセ
ーターを着て、さらにコートを着て数
日間過ごしました。ですから、避難所
には、収容人数に合わせた物資や燃料
を備蓄しておく、通信設備、衛生施設
などを充実させるなどの対策が求めら
れます。
　次が LINKです。ご承知のように東
北地方整備局が極めて迅速に道路の啓
開作業をやって下さいました。国道４
号線を縦の軸として、それから横にく
しの歯のように啓開作業をした、“く

しの歯作戦”で有名になりました。道
路の啓開作業は極めて迅速にやってい
ただきましたが、翻って東北地方の幹
線道路のネットワークを見てみると、
茶色が一般国道でグリーンが高速道路
ですが、高速や幹線道路が途中で切れ
ている所がかなり多いです。今回の震
災で、高速道路を含めた幹線道路のネ
ットワーク化が非常に重要なことであ
ることが再認識されたのではないかな
と思います。震災前は、採算性が重視
されていましたが、それ以外に公平性
や防災・減災を考えますと、幹線道路
のネットワーク化を重点的に推し進め
る必要があると思います。
　一般街路でボトルネックになるのは
交差点ですが、災害時にはラウンドア
バウトが電源の必要がないという点で
有利かもしれません。一定の需要規模
までの交差点については、ラウンドア
バウトの活用も今後積極的に考えても
よいのではないでしょうか。
　次にMODEの話です。MODEにつ
いては、燃料だけではなくドライバー
やトラックの供給などいろいろありま
すが、本日は特に燃料についてだけお
話させていただきます。東京もそうで
したが震災後のガソリン不足は逼迫し
ていました。仙台の場合は４月の頭頃
までガソリンが殆ど手に入らない状態
が続き、何が原因だったのかいろいろ
なことが言われました。要するに供給
不足が問題だったのか、そうではなく、
今までガソリンを少ししか入れなかっ
た人も非常時の対応で満タンにするよ
うな行動にでたため、需要が爆発的に
伸びたという需要の問題だったのか、
このあたりについて東北大で考えたこ
とをご紹介します。
　このスライドは地震直後に東北地方
の製油所や輸送所が壊滅的な状態にな
ってしまったことを表わしています。
これは石油連盟のホームページから取
りましたが、太平洋側の製油所、輸送

所は全部赤です。日本海側も秋田や青
森の輸送所が機能していません。３月
12 日がこういう状態ですが、17 日、
20 日になってくるとだんだん回復し
てきました。これも内閣府のホームペ
ージから取りましたが、東北地方への
石油製品出荷量が昨年同日と比べてど
の程度であったのかを表しています。
横軸が日付です。青い線を見ていただ
くと３月の 23 日、24 日頃になると、
ほぼ昨年並みの供給量にはなります。
それ以降は昨年以上の供給があるので
す。しかし仙台では３月 23 日にガソ
リンが手に入ったかというととんでも
なくて、４月にならないとなかなか購
入できない状態が続いておりました。
どうしてかですが、我々の仲間の１人
の赤松教授がこんなことを言っていま
した。この図は、横軸が日付で縦軸が
ガソリンの供給量の累積です。３月
11 日から暫くは供給がまったくなく
て、このあたりから供給量が伸びてい
ます。確かに３月 20 日を過ぎますと、
供給の傾きは通常の需要の傾き（緑）
とほとんど一緒になりますので、３月
23 日ころには、その日の供給量とい
う意味では正常時の需要とほぼ同じ程
度になります。けれども累積で考えま
すと、こういった所に空白期間がある
ので、ある日の供給量が昨年並みにな
ったとしても累積の需要には追いつか
ないということだ、と我々の間では考
えております。やはり１週間でも空白
の期間があると、その間の需要を満た
すためには 100%以上の供給量がない
となかなか追いつかないということだ
と思います。
　それから INFORMATIONについ
てですが、特に情報の収集と伝達が問
題だと思います。特に発災直後は情報
の欠落が甚だしく、今後に大きな課題
を残したと思います。まずは被災地の
状況がわからない。物資を届けたくて
も必要な人数や、どのような物が要る
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か分からないということが言われてい
ました。物流の専門家で東京海洋大学
の苦瀬先生にいろいろなアドバイスを
いただきましたが、詳細の把握は後回
しにして、プッシュ型・セット型で対
応するべきだと言っていました。要す
るに現場の状況が分からなくても、こ
ちらからどんどん送れということです。
住んでいる人数などは予め大体わかり
ますし、どこがどのくらい浸水したか
もおおよそ把握できます。それに基づ
いて、各避難所に身を寄せている方々
の人数と、何を欲しがっているだろう
ということを、こちらで想像して、そ
れらをパックにして送るというやり方
が、発災直後は必要だということです。
　発災後少し時間が経ちますと、物流
ロジスティクスもだんだん回るように
なってきたのですが、物資の発地と中
間の物流拠点と被災地間で、情報のミ
スマッチが結構あったと聞いています。
要は入荷や出荷のタイミング、品物の
量や中身が状況によって変更されるこ
とが多いのに、そういう情報が、受け
入れ体制をとっている方にはきちんと
伝わらない。予定とは違う物が違うタ
イミングで入荷されてしまうというこ
とが多々あったと聞いています。この
あたりについては私も通信のプロでは
ありませんので、あまり具体的なこと
は言えませんが、要するに情報を収集
したり伝達したりする機器というのは
たくさんあります。たとえば、交通セ
ンサーだったら車両感知器やプローブ、
ヘリの画像など、いろいろあります。
また、通信手段としても、ワンセグや
インターネット、携帯やエリアメール
など多数存在します。そういったもの
をどういうふうに組み合わせて情報の
収集と伝達に当たるかというグランド
デザインが、これから必要だと思いま
す。その時のキーワードは、災害時だ
けでなく、平常時にも使えるもの、さ
らに先ほど申し上げた効率性と冗長性

との両面のバランスをどう取るかだと
思います。
　以前に、この話をしていた時に１つ
の案が出されたのでご紹介しますが、
これは埼玉大学の通信の専門家の長谷
川孝明教授が作られた図です。このよ
うに瓦礫になってしまった所で、どう
やって連絡をお互いに取り合うのかと
いうことを私が質問しましたら、彼が
「バルーン一発だよ」と言うわけです。
基地局機能を持たせた機械に太陽電池
を積んでバルーンを何カ所か上げると
いうことです。それらが基地局になっ
て携帯電話で通信できるようになると
いうわけです。津波に襲われた地域は、
まさにこの写真のような状態で、基地
局も何もかもすべて流されてしまいま
した。そういう場合にはこのようなバ
ルーンで基地局をどんどん上げればい
いのではないかという提案です。バル
ーンだけで上げるのではなくて、例え
ば生き残っているコンクリートのビル
の上にポータブルな基地局を置くとい
うことでもいいかと思います。その他
にも、とくに基地局を必要としないア
ドホック通信ネットワークも提案され
ています。車々間通信を使ったセンタ
ーレスプローブも１つのアドホック通
信の仲間かも知れませんが、バルーン
一発も含めて、このあたりは通信屋さ
んに良いグランドデザインを作ってい
ただきたいと思っています。
　あともう１つ INFORMATIONに
ついて申し上げたいのは、多様な情報
の迅速なる融合です。津波ではここに
ありますような様々なシミュレーショ
ン技術、解析技術があります。災害に
ついてもこういう地震が来たらどこが
どのくらい土砂崩れする、浸水すると
いう解析技術を持った方々もおられま
す。災害が起きた時に交通状態がどう
なるのかという技術もあります。ただ、
こういった津波といった自然現象、災
害、交通という社会現象を、迅速に融

合するような世界がまだないような気
がしています。やはり大震災が来た時
には、迅速に自然現象や災害と社会現
象を融合した解析をして、それを現場
にフィードバックして有用な情報を与
えるということが必要だと思います。
このあたりが大きな課題ではないかな
と私も感じて、これからの研究テーマ
にしたいと思っています。
　特に交通ですが、これはプローブ情
報から書いた通行可能であった道路の
地図です。これ以外にも、感知器や画
像センサー、ITS スポット、ETCな
どたくさんあるわけで、こういった異
なる情報をどう融合するかが今後問わ
れると思います。さらに、時空間に集
計しない個別移動体の情報の利用につ
いても促進させたいと考えます。例え
ば、震災の時に局所的な情報を取りた
い、あるいは時間的に遅れのない情報
を貰いたいという場合には、時空間で
情報を集計してしまいますと、それだ
け時空間のレゾリューションが落ちて
しまうので、なるべく個別移動体の情
報をそのまま活用するような方向に今
後は持っていっていただきたいと思っ
ています。

3 防災と減災

　ロジスティクスの話が中心でしたが、
最後に少しだけ防災と減災のお話をさ
せていただきます。
　私だけかも知れませんが、減災とい
う言葉は、震災前は実はそんなに聞き
なれた言葉ではありませんでした。防
災は、ある想定値（設計値）という外
力までは防ぐということですが、減災
はそれ以上の外力が来た時にどれくら
い災害を大きくしないかということだ
と思います。これは東北大の奥村教授
が書いた図を参考にしたスライドです
が、縦軸が被害の大きさ、横軸が外力
です。この外力の想定値までが防災の
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範囲です。これを上回る外力が来た時
にどう災害を減らすのかが減災なんで
すが、防災と減災のバランスもいろい
ろとあります。例えば、防災の想定値
を小さくする代わりに減災に注力する
というのも１つの考え方だと思います。
防災と減災にどれだけお金と技術を使
うかということは、今後考えていかな
ければならない大きな課題です。
　私の専門の交通工学は、防災よりも
どちらかというと減災に貢献できる学
問ではないかなと思っています。例え
ば避難や交通制御、先ほどのロジステ
ィクスの物資輸送など、そういったこ
とには交通工学も出る幕が多いだろう
と思います。減災のための交通マネジ
メントのひとつに避難時誘導がありま
す。短時間に多くの人々を非難させる
ためには、どのようなインフラがどれ
ぐらい必要か、避難誘導のための交通
制御のあり方、日常の教育訓練の話な
どを、今少しずつ解析を始めていると
ころです。　　
　私はこれまで、２つの交通シミュレ
ーションを開発してきました。アベニ
ューとサウンドです。アベニューは、
信号交差点が数十個の中規模ネットワ
ークに適用するモデルで、サウンドは、
この首都圏全域の適用事例のように、
非常に大きなネットワークに適用する
モデルです。これらのシミュレーショ
ン技術を使って減災のための交通解析
を進めています。
　これは東京都庁の３月 11 日の庁内
の様子と、ホンダのプローブ情報から
得られた震災当夜の東京都内の交通状
況です。地震が発生するとだんだん都
内が、渋滞で真っ赤になっていき、最
後は皆さんご苦労されたと思いますが、
車での移動はほとんど無理で、10 キロ、
20 キロを歩いてお家に帰った方々も
たくさんおられると思います。こうい
ったグリッドロックが東京都内では起
こりましたし、仙台でも起こりました。

グリッドロックは車同士がお互いにお
互いをブロックして全く動かなくなる
状況ですが、どうやって回避したらよ
いかについては、あらかじめ検討して
おく必要があると思います。
　右側の図は仙台の海岸部において、
避難所をどこに設けて、道路インフラ
をどのくらい増すと、どのくらいの時
間をかけて避難所まで行くことができ
るかをシミュレーションしてみたもの
です。コントロール変数は、需要の大
きさだけでなく、避難所や避難ビル、
道路や公共交通機関インフラの容量と
密度など、多数考えられますので、各
地域におけるそれらの設計に貢献でき
ると思います。
　このスライドは、最近始めた歩行者
シミュレーションです。真ん中にある
のが避難ビルで、そこに人々が避難し
てくるのですが、避難ビルの配置や出
入り口の設計などが解析できます。そ
れから右側のシミュレーションは、あ
まり動きが分からないかもしれません
が、東北地方全体の交通シミュレーシ
ョンです。このような広域のネットワ
ークのシミュレーションによって、例
えば先ほどの緊急支援物資やガソリン
などの広域的な供給の在り方や、支援
部隊のアクセス経路などについて、事
前評価できます。
　このスライドは、シミュレーション
の今後の方向性をまとめたものです。
現在は、一番上にあるような交通だけ
のネットワークを考慮したモデルです
が、これからはそれに加えて情報とエ
ネルギーの流れもあわせてお互いにイ
ンタラクティブに関係する様をシミュ
レートする必要があると思っています。
そうしないと、情報のネットワークを
整備した時に、交通やエネルギーにど
うそれが影響するかというのが明示的
に分からないモデルになってしまいま
す。
　それからこれはいろいろな所で言っ

ていることですが、災害時に限らず交
通関連の解析をする時、散在している
多様なデータを使うことになりますが、
複数のデータを組み合わせて使うこと
がかなり時間と労力のいる作業になっ
てしまっています。このような課題は
わが国だけではなく先進諸国も同じよ
うな悩みを持っておりますので、国際
連携プロジェクトを発足させて、国際
的な交通関連のデータベースを作りつ
つあります。もしご興味があれば、ウ
ェブサイトを覗いていただければと思
っています。
　以上、今日のプレゼンは緊急支援物
資のロジスティクスと減災についてで
した。今後予想される大災害への備え
としていろいろなシステムが作られて
いくと思いますが、その時の留意点は、
①災害時だけでなく平常時でも使える
ようなシステムであること、②効率性
と冗長性のバランスを保つシステムで
あること、そして③要素技術だけでは
なくシステムとして社会に展開してい
くための環境づくりも並行して行うこ
とであると思います。
　以上、大変雑駁でしたが私の話をこ
れで終わらせていただきます。ありが
とうございました。
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